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第 100 号 主な記事
石井国交大臣を表敬訪問 他 ………(1)

レポート（栃木・佐賀・兵庫） ……(2)

　

平
成
27
年
４
月
１
日
か
ら
９
月
２
日
に
か
け
て
、
全
日

本
不
動
産
政
策
推
進
議
員
連
盟
（
全
日
議
連
）
は
自
民
党
、

公
明
党
、
民
主
党
、
維
新
の
党
等
の
議
員
１
８
３
名
（
代

理
含
む
）
に
宅
地
建
物
取
引
業
法
改
正
の
政
策
要
望
を

行
っ
た
。

石井啓一国交大臣
　　　を表敬訪問

　

平
成
27
年
10
月
16
日
、
原

嶋
和
利
会
長
、
森
幸
一
幹
事

長
、山
﨑
一
守
常
任
幹
事
で
、

国
土
交
通
省
に
石
井
啓
一
国

土
交
通
大
臣
を
急
遽
表
敬
訪

問
し
、
消
費
税
10
％
時
の
軽

減
税
率
関
係
並
び
に
宅
建
業

法
一
部
改
正
等
の
課
題
に
つ

い
て
懇
談
し
た
。

（
写
真
上
・
石
井
啓
一
国
交

大
臣
と
ガ
ッ
チ
リ
と
握
手
を

　

政
策
要
望
の
ポ
イ
ン
ト

は
、
以
下
の
通
り
。

　

昨
年
の
宅
建
業
法
の
改
正

に
よ
り
、
宅
地
建
物
取
引
士

が
誕
生
す
る
と
と
も
に
、
宅

建
業
者
に
よ
る
従
業
者
へ
の

教
育
規
定
が
設
け
ら
れ
た

が
、
従
業
者
の
資
質
の
向
上

と
消
費
者
保
護
の
一
層
の
徹

底
を
図
る
観
点
か
ら
、
次
の

と
お
り
同
法
の
改
正
を
行
う

も
の
と
す
る
。

１
．
①
宅
建
業
者
団
体
は
、

宅
建
業
の
業
務
に
従
事
し
、

ま
た
は
従
事
し
よ
う
と
す
る

者
に
対
す
る
体
系
的
な
教
育

の
実
施
に
努
め
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
こ
と
と
す
る
。

②
宅
地
建
物
取
引
業
保
証
協

会
は
、
①
の
教
育
に
要
す
る

費
用
の
助
成
を
行
う
こ
と
が

で
き
る
こ
と
と
す
る
。

　

昨
年
の
宅
建
業
法
の
改
正

に
よ
り
、
消
費
者
利
益
の
保

護
の
観
点
か
ら
、
取
引
士
の

知
識
・
能
力
の
維
持
向
上
や
、

宅
建
業
者
に
よ
る
従
業
者
教

育
の
規
定
が
盛
り
込
ま
れ
た

が
、
個
々
の
宅
建
業
者
の
取

り
組
み
を
促
す
だ
け
で
は
限

界
が
あ
る
。

　

こ
の
た
め
、
業
界
団
体
の

組
織
力
を
生
か
し
た
研
修
等

の
自
主
的
な
取
り
組
み
に
よ

り
、
従
業
者
へ
の
教
育
の

一
層
の
充
実
を
図
る
と
と
も

に
、
こ
う
し
た
取
組
が
促
進

さ
れ
る
よ
う
実
施
に
要
す
る

費
用
の
助
成
を
行
う
必
要
が

あ
る
。

２
．
①
営
業
保
証
金
及
び
弁

済
業
務
保
証
金
に
つ
い
て
、

石
破
茂
地
方
創
生
大
臣

高
市
早
苗
総
務
大
臣

塩
崎
恭
久
厚
生
労
働
大
臣

全
日
議
連
通
じ

１
．
空
き
家
や
未
利
用
空
地

の
流
通
促
進
を
図
る
た
め
、

全
国
各
市
町
村
の
資
産
税
課

で
の
当
該
物
件
の
納
税
者
の

住
所
・
氏
名
の
開
示
を
、
宅

公益社団法人　全日本不動産協会
全日本不動産政治連盟

Ⅰ
．
地
方
創
生
の
た
め

の
政
策
要
望
に
つ
い
て

平成 28 年度

地
建
物
取
引
士
の
有
資
格
者

に
認
め
る
よ
う
要
請
す
る
も

の
で
あ
る
。

２
．
中
古
住
宅
流
通
活
性
化

の
た
め
、
金
融
機
関
に
よ
る

戸
建
て
住
宅
版
ノ
ン
リ
コ
ー

ス
ロ
ー
ン
の
融
資
制
度
に
つ

い
て
、
拡
充
を
要
請
す
る
も

の
で
あ
る
。

１
．
住
宅･

土
地
に
係
わ
る

優
遇
税
制
の
適
用
期
限
を
迎

え
る
税
制
項
目
に
つ
い
て
延

長
す
る
。
更
に
、
今
後
の
課

題
と
し
て
、
恒
久
化
を
視
野

に
検
討
す
る
。

２
．
住
宅
取
得
の
消
費
税
に

対
す
る
軽
減
税
率
の
適
用

　

消
費
税
に
軽
減
税
率
制
度

が
導
入
さ
れ
る
場
合
に
は
、

中
古
戸
建
て
住
宅
取
得
に
軽

減
税
率
を
５
％
適
用
す
る
。

３
．
個
人
の
長
期
譲
渡
所
得

の
１
０
０
万
円
特
別
控
除
制

度
の
復
活

　

地
方
に
お
け
る
不
動
産
流

通
の
活
性
化
の
見
地
か
ら
、

個
人
が
長
期
所
有
の
土
地
・

建
物
を
譲
渡
し
た
場
合
の

長
期
譲
渡
所
得
に
つ
い
て
、

１
０
０
万
円
の
特
別
控
除
制

度
を
復
活
す
る
こ
と
。

４
．
印
紙
税
の
廃
止

　

印
紙
税
を
廃
止
す
る
こ

と
。

５
．
個
人
の
土
地
等
の
譲
渡

所
得
に
お
け
る
所
有
期
間
の

長
短
期
区
分
の
廃
止

１
．
住
宅
の
所
有
権
移
転
登

記
に
か
か
る｢

登
録
免
許

税｣

か
ら｢

登
記
手
数
料

定
額
制｣

へ
の
移
行
実
現

２
．
平
成
27
年
以
降
の
固
定

資
産
税
等
の
課
税
標
準
の
見

直
し

菅義偉官房長官

政策及び税制改正要望（抄録）

Ⅲ　

良
好
な
住
宅
ス
ト
ッ

ク
形
成
の
た
め
の
税
制

宅
建
業
に
関
す
る
取
引
に
よ

り
生
じ
た
債
権
に
関
し
、
弁

済
を
受
け
る
権
利
を
有
す
る

者
か
ら
、
宅
建
業
者
で
あ
る

者
を
除
く
こ
と
と
す
る
。

②
①
に
伴
い
、
業
法
第
35
条

の
２
の
規
定
（
営
業
保
証
金

の
供
託
先
等
に
関
す
る
説
明

義
務
）
は
、
宅
建
業
者
相
互

間
の
取
引
に
つ
い
て
は
適
用

し
な
い
こ
と
と
す
る
。

　

弁
済
業
務
保
証
金
制
度

は
、
業
界
の
集
団
保
証
に
よ

る
消
費
者
の
保
護
の
た
め

に
設
け
ら
れ
た
制
度
で
あ
る

が
、
制
度
を
熟
知
し
て
い
る

宅
建
業
者
が
い
ち
早
く
還
付

請
求
を
行
う
な
ど
、
消
費
者

が
十
分
な
救
済
を
受
け
ら
れ

な
い
事
態
が
発
生
し
て
い

る
。

　

２
つ
の
宅
地
建
物
取
引
業

保
証
協
会
は
協
定
を
締
結

し
、
両
保
証
協
会
の
会
員
業

者
か
ら
還
付
の
申
出
が
あ
っ

て
も
５
ヶ
月
間
は
受
理
し
な

い
運
用
を
開
始
（
平
成
26
年

10
月
）
し
て
お
り
、
消
費
者

保
護
の
一
定
の
効
果
が
得
ら

れ
て
き
た
も
の
の
、
両
保
証

協
会
以
外
の
宅
建
業
者
（
ア

ウ
ト
サ
イ
ダ
ー
）
に
適
用
さ

れ
な
い
こ
と
、
あ
く
ま
で
運

用
に
よ
る
も
の
で
司
法
判
断

に
は
耐
え
ら
れ
な
い
お
そ
れ

が
あ
る
こ
と
等
の
課
題
が
残

さ
れ
て
い
る
。

　

こ
の
た
め
、
立
法
的
に
宅

建
業
者
が
弁
済
を
受
け
る
権

利
を
制
限
し
、
消
費
者
の
救

済
に
万
全
を
期
す
る
必
要
が

あ
る
。

す
る
原
嶋
和
利
会
長
、
写
真

下
・
懇
談
す
る
４
名
）

Ⅱ
．
不
動
産
流
通
の
促

進
の
た
め
の
税
制

　

こ
の
た
び
、
幹
事
長
に
就
任
い
た

し
ま
し
た
森
幸
一
で
あ
り
ま
す
。
日

政
連
の
歴
史
の
中
で
、
諸
先
輩
方
が

築
き
あ
げ
て
こ
ら
れ
ま
し
た
、
諸
々

の
功
績
を
引
き
継
い
で
行
く
、
そ
の

責
任
の
重
み
を
考
え
ま
す
と
、
身
の

引
き
締
ま
る
思
い
で
あ
り
ま
す
。

幹事長
森　幸一

　

こ
の
度
、「
日
政
連
ニ
ュ
ー
ス
」は
、

記
念
す
べ
き
第
１
０
０
号
の
発
行
と

な
り
ま
す
。
昭
和
61
年
６
月
に
第
１

号
を
発
行
以
来
、
歴
代
の
広
報
委
員

会
と
会
員
の
皆
様
、
関
係
各
位
の
ご

努
力
の
結
晶
で
あ
る
と
深
く
感
謝
申

し
上
げ
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

　

さ
て
、
平
成
26
年
６
月
６
日
、
永

年
の
懸
案
で
あ
り
ま
し
た
、
全
日
本

不
動
産
政
策
推
進
議
員
連
盟
が
発
足

致
し
ま
し
た
。
大
変
強
固
で
、
多
大

な
影
響
を
持
つ
組
織
体
が
設
立
さ
れ

た
事
は
、
何
物
に
も
代
え
難
い
こ
と

で
あ
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
は
、
今
ま

で
に
も
増
し
て
、
当
業
界
の
権
益
の

確
保
・
擁
護
を
精
力
的
に
進
め
、
業

界
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
役
目
を
果

た
す
と
と
も
に
、
総
て
の
会
員
が
等

し
く
当
連
盟
の
活
動
に
関
心
を
持

ち
、
そ
の
活
動
の
成
果
を
享
受
で
き

る
全
日
本
不
動
産
政
治
連
盟
を
目
指

し
て
、
一
層
邁
進
し
て
参
り
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

　

今
後
も
会
員
の
皆
様
に
有
益
と
な
る

運
営
と
活
動
を
積
極
的
に
展
開
し
て
参

り
ま
す
の
で
、
引
き
続
き
ご
理
解
、
ご

協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

最
後
に
、
会
員
の
皆
様
の
益
々
の

ご
事
業
の
発
展
と
ご
健
勝
を
心
よ
り

ご
祈
念
申
し
あ
げ
ま
す
。
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９
月
18
日
、
福
田
富
一
栃

木
県
知
事
を
訪
ね
、「
危
険

ド
ラ
ッ
グ
等
の
販
売
防
止
に

関
す
る
協
定
書
」
を
締
結
し

ま
し
た
。

　

市
場
に
氾
濫
す
る
危
険
ド

ラ
ッ
グ
、
麻
薬
、
大
麻
等
の

薬
物
に
よ
り
、
社
会
に
深
刻

　

去
る
10
月
８
日
、
日
政
連

佐
賀
県
本
部
は
佐
賀
市
役
所

を
表
敬
訪
問
し
、
佐
賀
市
に

お
け
る
不
動
産
・
都
市
開
発

事
情
の
懇
話
会
を
行
っ
た
。

　

秀
島
敏
行
佐
賀
市
長
を
は

じ
め
、
坂
井
佐
賀
県
農
業
会

議
会
長
、
畑
瀬
総
務
部
長
、

志
満
建
設
部
長
に
ご
対
応
し

て
い
た
だ
い
た
。

　

は
じ
め
に
秀
島
市
長
よ
り

「
日
頃
不
動
産
業
界
の
方
に

は
お
世
話
に
な
っ
て
お
り
ま

す
」と
ご
挨
拶
を
い
た
だ
き
、

そ
の
後
佐
賀
市
に
お
け
る
不

動
産
の
動
向
に
つ
い
て
意
見

交
換
を
行
っ
た
。

　

冒
頭
、
畑
瀬
総
務
部
長
か

ら
は
以
下
の
よ
う
な
話
が

あ
っ
た
。

　

新
し
い
マ
ン
シ
ョ
ン
の
増

加
に
伴
い
、
自
治
会
へ
の
加

入
率
が
悪
く
な
り
、
行
政
か

ら
の
伝
達
が
不
十
分
に
な
っ

て
き
た
。
ゴ
ミ
問
題
等
の
周

知
も
な
か
な
か
う
ま
く
い
か

な
い
。
不
動
産
管
理
会
社
の

ご
協
力
を
お
願
い
し
た
い
。

　

ま
た
、
懇
話
会
で
は
以
下

の
よ
う
な
議
論
に
な
っ
た
。

　

現
在
、
市
の
条
例
で
は
、

市
街
化
調
整
区
域
に
お
い
て

も
一
般
農
地
に
限
り
、
集
落

が
連
な
っ
て
い
れ
ば
宅
地
開

発
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て

い
る
。
そ
れ
が
「
50
戸
連

担
条
例
」
だ
。
こ
れ
は
産
業

全
体
に
良
い
結
果
を
も
た
ら

し
、
市
の
経
済
を
押
し
上
げ

た
が
、
弊
害
も
生
み
出
さ
れ

た
。

　

地
価
の
安
い
調
整
区
域
に

住
宅
地
の
需
要
が
流
れ
、
市

街
化
区
域
の
中
心
地
の
地
価

が
下
落
し
て
し
ま
っ
た
。

　

こ
の
点
に
つ
き
、
行
政
側

は
「
市
街
化
区
域
の
地
価
下

落
問
題
に
つ
い
て
は
、
今
後

検
証
し
将
来
を
見
据
え
た
方

針
を
打
ち
出
す
。
都
市
が
広

な
被
害
が
生
じ
て
い
る
状
況

を
踏
ま
え
、
行
政
が
不
動
産

業
界
に
関
わ
る
者
に
協
力
要

請
し
て
き
た
も
の
で
す
。

　

す
で
に
当
県
本
部
で
は
、

全
国
の
協
会
仲
間
と
と
も
に

こ
れ
ら
の
活
動
に
取
り
組
ん

で
い
ま
し
た
。こ
の
こ
と
は
、

県
の
担
当
部
署
（
保
健
福
祉

部
薬
務
課
）
も
承
知
し
て
お

り
、
全
日
本
不
動
産
協
会
へ

の
感
謝
の
言
葉
と
、
今
後
の

推
進
を
依
頼
さ
れ
ま
し
た
。

　

10
月
22
日
、「
県
薬
物
濫

用
防
止
条
例
」
の
全
面
施
行

を
受
け
、県
と
教
育
委
員
会
、

県
警
及
び
諸
団
体
が
集
結

し
、
県
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー

に
お
い
て
県
民
大
会
が
開
催

佐
賀
県
本
部

栃木県本部

地方本部からの活動レポート

不動産の動向めぐり懇話会

地
価
下
落
で
意
見
交
換

前
号
の
訂
正
と
お
詫
び

　

本
紙
前
号
の
２
面
に

お
い
て
、
常
任
幹
事
の

お
名
前
が
間
違
え
て
お

り
ま
し
た
。

　
「
三
木
皓
三
」
と
掲

載
さ
れ
ま
し
た
が
、
正

し
く
は
「
三
本
皓
三
」

で
す
。

　

三
本
様
に
は
ご
迷
惑

を
お
掛
け
し
ま
し
た
こ

と
を
お
詫
び
す
る
と
と

も
に
、
こ
こ
に
訂
正
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

兵
庫
県
本
部
で
は
、
去
る

８
月
21
日
（
金
）
に
、
公
明

さ
れ
ま
し
た
。
当
県
本
部
か

ら
は
本
部
長
他
数
名
の
役
員

が
出
席
し
、
大
会
を
盛
り
上

げ
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
、

地
域
に
貢
献
す
る
協
会
運
営

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

範
囲
に
な
り
、
ラ
イ
フ
ラ
イ

ン
等
の
維
持
整
備
に
費
用
が

か
か
る
た
め
、
広
が
り
過
ぎ

兵
庫
県
本
部

　

平
成
27
年
10
月
21
日
、
衆

議
院
第
２
議
員
会
館
会
議

室
に
於
い
て
、
公
明
党
と
の

政
策
要
望
懇
談
会
が
実
施
さ

れ
、
平
成
28
年
度
政
策
及
び

税
制
改
正
要
望
等
に
つ
い
て

要
請
し
た
。
出
席
者
は
森
幸

一
幹
事
長
、
久
保
田
善
九
郎

政
調
委
員
長
、
山
口
敬
一
国

会
対
策
委
員
長
の
３
名
。

た
市
街
地
を
コ
ン
パ
ク
ト
化

し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
」
と
述
べ
た
。

　

空
き
家
対
策
の
問
題
に
つ

い
て
は
、
固
定
資
産
税
の
軽

減
措
置
が
あ
る
た
め
に
、
未

使
用
の
ま
ま
放
置
し
て
い
る

家
屋
が
多
数
あ
る
こ
と
が
報

告
さ
れ
た
。

　

日
政
連
側
か
ら
は
、
家
屋

を
解
体
し
て
更
地
に
し
て
も

固
定
資
産
税
の
軽
減
措
置
を

３
年
間
延
長
す
れ
ば
、
そ
の

間
に
処
分
や
有
効
活
用
で
き

る
の
で
は
な
い
か
等
の
提
案

を
行
っ
た
。

　

行
政
と
業
界
で
協
力
で
き

る
こ
と
か
ら
始
め
て
い
く
こ

と
が
確
認
さ
れ
、
終
始
和
や

か
な
懇
話
会
と
な
っ
た
。

県
本
部
で
は
地
方
創
生
戦
略

本
部
長
を
担
っ
て
い
る
こ
と

が
紹
介
さ
れ
、
兵
庫
県
か
ら

ま
ず
は
地
方
創
生
の
成
功
モ

デ
ル
を
作
っ
て
い
き
た
い
と

の
こ
と
で
し
た
。

　

党
県
本
部
副
代
表
の
松
田

一
成
議
員
か
ら
は
、（
一
社
）

移
住
・
住
み
か
え
支
援
機
構

の
利
用
が
全
国
的
に
み
て
も

少
な
い
。
兵
庫
県
・
市
町
村

で
協
力
し
て
子
育
て
世
帯
・

定
住
者
を
増
や
せ
る
よ
う
に

家
賃
補
助
や
リ
フ
ォ
ー
ム
等

の
仕
組
み
づ
く
り
を
申
し
入

れ
て
い
き
た
い
。
地
方
創
生

も
、
空
き
家
対
策
が
進
ま
な

い
と
進
め
ら
れ
な
い
の
で
、

ぜ
ひ
と
も
現
場
を
知
っ
て
い

る
皆
さ
ん
に
支
援
し
て
ほ
し

い
と
の
ご
挨
拶
が
あ
り
ま
し

た
。

　

和
気
藹
々
と
し
た
雰
囲
気

の
中
で
、
有
意
義
な
時
間
を

過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

党
兵
庫
県
本
部
議
員
団
の
皆

様
を
お
迎
え
し
て
、
懇
談
会

を
群
愛
飯
店
本
店
で
開
催
い

た
し
ま
し
た
。
総
本
部
顧
問

で
あ
る
赤
羽
一
嘉
衆
議
院
議

員
、
濱
村
進
衆
議
院
議
員
を

は
じ
め
、
兵
庫
県
会
議
員
４

名
の
方
に
ご
参
加
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

赤
羽
議
員
か
ら
、
日
政
連

総
本
部
で
８
月
18
日
（
火
）

に
行
わ
れ
た
意
見
交
換
会
の

報
告
、
国
政
報
告
、
議
員
立

法
と
し
て
取
り
組
ん
で
い
る

宅
建
業
法
再
改
正
の
経
過
報

告
等
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
濱
村
議
員
が
党
本

部
地
方
創
生
事
務
局
長
、
党

▶
県
薬
物
濫
用
防
止
条
例
制
定
記
念

県
民
大
会
に
参
加

▲
福
田
富
一
知
事
を
囲
ん
で
懇
談
会

空
き
家
対
策
へ
提
案

空
き
家
対
策
で
地
方
創
生市街地の地価下落、空き家対策等を意見交換

危険ドラッグ防止協定を結ぶ


